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The Intention and the Present Situation for Taking Licenses 

   among High School Students and College Students 

   Katsunori KOBAYASHI and Takeshi TAKEGAMI 

Abstract 

 The purpose of this study was to clarify the intention and the present situation for taking II_ 
censes among high school students and college students. This study was conducted with two fol-
lowing surveys. 

Survey I 
   Survey I was conducted for 500 high school students in October 1997, and 388 students an-

 swered the questionnaires. 
   The results were as follows; 

  1 ) About 90% of them have a intention to take licenses and have taken some examinations for 
   licenses. 

  2 ) Most of them attach importance to take licenses for their vocation. 
  3 ) Most of them have a will to study for taking licenses at colleges. 

Survey H 
   Survey 11 was conducted for college students at Shonan Campus of Bunkyo University from 

 December 1997 to January 1998. 702 college students and 171 junior college students answered 
 the questionnaires. In this paper, we reported the results of 348 students of Faculty of Interna-
 tional Studies. 

   The results were as follows; 
  I ) Most of them have a intention to take licenses and have taken some examinations for li-

    censes. 

  2) Almost half of them think it is necessary to take licenses for their vocation. 

  3) About 40% of them have taken some courses at the License Center in Shonan Campus. 

  4 ) The most popular courses in the License Center are . "Preparation for EIKEN " and 
    4C Preparation for Word Processing Examinations", "Preparation for examinations of per-

   sonal computer". 

  5 ) 40% of them knew about the License Center before entering college.
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6 ) 30% of them are studying for taking examination of licenses, but only 10% of them are 

 studying over 3 hours in a week.

は じめに

職業技能が高度化 し職種が細分化するにともなって、新 しい職業技能資格や技能検定制度が次々に

生まれている。現在、どれだけ多 くの資格(技 能検定)が あるのか、正確な数を把握す るのは困難だ

が、町の書店に並んでいる資格受験ガイ ドには、500～900種 の資格(技 能検定)が 掲載 されている。

掲載されていないもρも含めると、資格(技 能検定)の 数は2000を 超す という1)。

実際に多 くの職種では、その職種に特有な職業技能資格制度があり、一般のサラリーマンでも資格

(技能検定)を 取ることが奨励されている。取得のための教育費が支給されたり、取得 していると手

当が支給される場合がある。資格(技 能検定)取 得が昇格の条件である場合 もあり、世の中はまさに

「資格社会」 といえよう。

このような世情を反映してか、大学生は資格(技 能検定)取 得のために通信教育を受けたり、専門

学校へ通ったりする。いわゆるダブルスクールである。私大連の調査によれば、10人 に1人 が通 って

いる2)。

そもそも多 くの大学では、一般に就職課と呼ばれる部署が就職対策講座を開設 してきているが、近

年では立命館エクステンションセンター(立 命館大学、1992年 発足)や 職業ライセンスセ ンター(文

教大学、1995年 発足、現在は資格取得課)の ような資格(技 能検定)受 験指導組織を持つ大学が現れ

た。

このような状況にあって、大学受験を控えた高校3年 生と大学生が、職業技能関連資格の取得に対

してどのような意識を持ち、その受験や準備の実態がどうであるかを把握しようと試みた。調査は、

高校3年 生を対象にした調査1と 大学 ・短大生を対象にした調査丑の2種 行 った。

多様な学生を受け入れユニバーサル化する現代の大学の在 り方を検討する資料にしたい。

1高 校3年 生の意識と実態

1調 査の概要

高校3年 生を対象に した調査1の 概要は表1に 示す通 りである。

表1調 査1の 概要

調 査 名:資 格取得に対する意識 と実態調査

調 査 対 象:普 通科に在籍 し進学希望の全国の高校3年 生500名

(文教大学の推薦入試指定校100校)

調 査 方 法 、:郵送による質問紙配布回収法

調 査 時 期:1997年10月

有効回答数(率):388名(77.6%)
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2回 答者の属性 幽

回答者の男女別の人数(割 合)は 、男子163人(42.0%)、 女子221人(57.0%)で やや女子の方が

多い。

居住地域 と就職希望先をそれぞれ表2と 表3に 示した。居住地域では関東地方が34.9%と 最 も多 く

偏っているが、調査対象校を文教大学の推薦入試指定校の在学生 としたために偏 りが生 じたのである。

表2居 住地域 表3就 職希望地

北海道 ・東北

関東

中部 ・北陸 ・近畿

中国 ・四国 ・九州 ・沖縄

75(47,28)人

135(55,78)人

93(33,60)人

84(28,55)人

東京 ・神奈川

出身地

どこでも

未定

114(43,70)人

107(46,60)人

82(40,42)人

81(35,45)人

注.()内 は男女の内訳。性別不明者がいる為、合計数が合わない箇所がある。

志願校(複 数回答可)は 、表4に 示すように、男女ともほとん どが大学を志願 してお り、男子で

98.2%、 女子で86.0%で ある。女子の短大志願率は14.5%で あった。本調査は、普通科に在籍 し進学

希望 している高校生を対象に行ったので、このような際立 った結果が得 られたものと推察する。

大学進学希望者 と短大進学希望者とでは、職業や資格に対する意識 も異なると思われる。両群を比

較対照 して検討 したいところであるが、短大進学希望の回答者数が少ないので、以降の分析では、大

学進学希望者のみを対象として集計 した結果について報告する。

表4志 望校

男 子

N=163人

女 子

221人

合 計

388人

大 学98.2%(160人)86.0%(190人)90.2%(350人)

短 大2.5%(4人)14.5%(32人)9.3%(36人)

専 門 学校1.2%(2人)8.1%(18人)5.2%(20人)

志望 学部(複 数 回答可)は 、 表5に 示す よ うに、多 岐にわ たっている。最 も多い もので、 「人文科

学」 の25.4%で く 次いで 「法経商」(22.8%)、 「国際関係」(21.9%)で あ る。

そ して、男女別 に傾 向が異 な ってい る。男子 では多 い順 に 「法経商」(32.5%)、 「理工」(30.6%)、

「人文科学」(19.1%)で あ るの に対 し、女子で は、「人文科 学」(30.5%)、 「国際関係」(25.8%)、 「教

員養成」(18.4%)で あ る。
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表5志 望学部(大 学の場合、複数回答、縦%)

男子 女子 合計

N=157人190人347人

人文科学

法経商

国際関係

理工

教員養成

農 ・獣医・医歯薬

人間関係

看護 ・福祉 ・医療技術

家政

その他

19.1

32.5

17.2

30.6

14.6

8,3

8,3

1.9

0.6

5.1

30.5

14.7

25.8

7.4

18.4

11。6

11.1

14.7

6.3

7.9

25.4

22.8

21.9

17.9

16,7

10.1

9.8

8.9

3.7

6.6

38割 強 が何 らかの資格(技 能検定)試 験を受けている

大学進学志望 の高校3年 生 の8割 強が何 らかの資格(技 能検定)試 験 を受 けてお り、最 も受験率 が

高 いのは、 「英語 関連」 で77.6%、 次 いで、「書写 ・書道関連」(27.7%)、 「漢字 関連 」(11.7%)で あ

る(表6参 照)。 全般 的に女子 の方が受験率が高 い。

そ して、 合格 した ものは、多 い順 に、 「英語 関連」(62.1%)、 「書写 ・書道関連」(22.7%)、 「漢字

関連」(7.9%)で あ る(表6参 照)。 合格率 も女子 の方が全般 的に高 くなって いる。

表6受 験(合 格)し た資格 ・技能検定

受 験

男子 女子

N=158185

資 格

合計(%)男 子

343(100)158

合 格

女子

185

資 格

合計(%)

343(100)

英語 関連

書写 ・書道関連

漢字関連

コンピュータ関連

簿記関連

ワープロ関連 鹽

英語以外の語学関連

旅行業務関連

その他

受験 していない

115

31

17

7

3

5

1

0

12

29

151

64

23

4

7

3

4

0

21

22

266(77.6)

95(27,7)

40(11.7)

11(3.2)

10(2.9)

8(2.3)

5(1.5)

0(0.0)

33(9,6)

51(14.9)

95

26

10

4

2

5

1

0

10

118

52

17

1

5

0

1

0

15

213(62.1)

78(22.7)

27(7.9)

5(1.5)

7(2.0)

5(1.5)

2(0.6)

0(0.0)

25(10.5)

(問1.以 下 の資格のうち、受験 したものに○、合格したものに◎を記入して ください。

(○、◎はいくつでも))
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49割 が 、何 らかの資格(技 能検 定)を 取得 したい と考えて いる

約9割 が、何 らかの資格(技 能検 定)を 取 得 したい と考 えてお り、最 も多 いのが 「英語 関連」 で

62.4%、 次 いで、「コンピュー タ関連」(57.5%)、 「ワー プ ロ関連」(33 .2%)で あ る。「コン ピュータ

関連」を除 いて、女子の方 が希望率 が高い。(表7参 照)

表7取 得 したい資格 ・技能検定

男子 女子 合計

N=157189346

英 語 関連58.0

コ ン ピュ ー タ関 連60 .5

ワ ー プ ロ 関連27.4

英 語 以 外 の語 学 関 連13,4

旅 行 業 務 関 連11。5

漢 字 関 連11,5

簿 言己関 連10.2

書 写 ・書 道 関 連3.8

その 他7.6

特 にな い10.2

66.1

55。0

38.1

32。8

21.2

19.0

5.8

8.5

9.5

5.3

62.4

57.5

33.2

24.0

16.8

15.6

7.8

6.4

8.7

7.5

(問3.以 下 の資格のうち取得 したいものに○をつけ

てください。(○ はいくつでも))

5半 数 の高校生が、「職業資格取得 は自分の就職 に必要 である」 と考えて いる

職業資格取得 につ いて、 自分 の就職 に 「必要 であ る」 と考えて いる高校生 の割合 が50.5%、 「あれ

ば有利」が42.9%、 「な くて も支 障ない」が6.6%で あ る。

「必要であ る」 と考えてい る女子はの割合 は55.6%で 、 男子の44.3%よ り も多 い。(表8参 照)

表8職 業資格取得の就職に対する必要性

男子 女子 合計

N=158189347

必 要 で あ る44.355.650.5

あ れ ば有 利48.138.642.9

な くて も支 障 な い7.65.86.6

(問2.職 業資格取得はあなたの就職に必要だと思

いますか。(現 時点での考えを答えて ください))

6身 近な人に資格取得者がいる方が、資格が就職に 「必要である」「あれば有利」と考えている

80.7%の 高校生が、身近に資格を取得 している人やそのたあの勉強をしている人がいると答えてい

る。多い順に、「先輩や友人」(43.1%)、 「兄弟姉妹」(33.3%)、 「父母」(26 .7%)で ある。最近の資

格社会を反映 しているのか、若い世代に資格取得者が多い。(表9参 照)
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表9は 問2(職 業資格取得の就職に対する必要性)と のクロス集計結果を示 している。選択肢を統

合 し、2×2の クロス表にしたのが表10で ある。身近にいる方が 「必要である」「あれば有利」 と考

えていることが統計的に確かめられた。(カ イ自乗検定、有意水準5%未 満)

表9身 近な資格取得者×就職に対する必要性

合 計

N=348

%=100.0

父 母 兄 弟 姉 妹 弛の家族 ・親族 知 人

931164779

26.733.313.522.7

先 輩 や友 人 いな い

15067

43。119.3

就職に

必要である

あれば有利

な くても支障ない

174

150

24

26.4

29.3

12.5

31.6

35.3

33.3

14.4

12.0

16.7

21.3

25.3

16.7

43.1

45.3

29.2

17.8

18.0

37.5

(問4.身 近 な人で資格を取得 している人や取得のたあの勉強をしている人がいますか(○ はいくつでも))

表10問2× 問4

身近に

就職に必要

いる いない

必要 ・有利

な くても支障ない

266

15

58

9

7大 学 進学後、職業資格取得 のための勉強す る意欲が高 く、志望校選定の判断材料 に もな っている

大学進学後、正規 の授業以外 に、職業資格取得のための勉強 について、「ぜ ひ勉強 したい」(35.4%)、

「可能な らば勉強 した い」(59.4%)、 「勉 強 した くない」(5。2%)と 思 って いる。 この点 について も女

子の方が意欲が高い。(表11参 照)

そ して、志望大学を決める際 に、大学 が資格取得の ための対策講座 を設 けているかどうか について、

「とて も考慮す る」(19.8%)、 「少 し考慮 す る」(49.7%)、 「あま り考 慮 しない」(25.3%)、 「全 く考慮

しない」(5.2%)で あ る。(表12参 照)

表11職 業資格取得勉強の希望の有無

男子 女子 合計

N=157190347

ぜ ひ勉 強 した い31.838.435.4

可 能 な らば勉 強 した い61.257.959.4

勉 強 した くな い7.03.75.2

(問5.大 学進学後、正規の授業以外に、職業資格取得

のための勉強をしたいと思いますか。)
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表12志 望大学選定について

男子 女子

N=158190

合計

348

とて も考慮する

少し考慮する

あまり考慮 しない

全く考慮 しない

17.1

45.0

29.7

8.2

22.1

53.7

21.6

2.6

19.8 .

49.7

25.3

5.2

(問6.大 学 によっては、資格取得のための対策講

座を設けています。志望大学を決める際に、そのよ

うなことをどの程度考慮 しますか。)

86割 強が、「大学内の対策講座を利用する」と回答 している

大学進学後の資格取得の勉強方法として、最 も多いのが、「大学 ・短大内の対策講座」(63.9%)で 、

次いで 「独学」(41.1%)、 「大学 ・短大外の講座や各種学校」(25.6%)で あった(表13参 照)。 学内

の講座に対する期待が高いと言えよう。

表13資 格取得の勉強法

男子 女子

N=158190

合計

348

大学内の対策講座

独学

大学外の講座や各種学校

通信教育

その他

勉強しない

62.7

43,7

21.5

12.7

0.6

2.5

74.7

38.9

28.9

14.7

0.5

1.1

63.9

41.1

25.6

13.8

0.6

1.7

(問7。 大学進学後、資格取得の勉強はどのような方法で

行いますか。(○ はいくつでも))

9大 学 ・短大での勉強 と将来の就職 とは、「強 く関連 して いる」 と考えて いる

大学での勉強 と将来 の就職 との関連 について、 「強 く関連 してい る」(64.9%)、 「少 し関連 して いる」

(28.2%)、 「あ ま り関連 して いな い」(6.3%)、 「全 く関連 していない」(0.6%)で あ った。(表14参 照)
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表14大 学での勉強と就職との関連

男子

N=158

女子

189

合計

347

強 く関連 している

少 し関連 している

あまり関連 していない

全 く関連 していない

65.8

25.3

7.6

1.3

64.0

30.7

5。3

0.0

64.9

28.2

6.3

0.6

(問8.大 学での勉強は、あなたの将来の就職 とどの程度

関連 していると思いますか。)

10大 学進学の目的は、専門的な知識や高度な技術、豊かな教養などを身につけることである

大学進学の目的で最 も多いのは、「専門的な知識や高度な技術を身につける」(70.3%)で あ り、次

いで 「豊かな教養を身につけ、 自分をみがく」(62.0%)、 「社会で活動するために幅広い教養を身に

つける」(53 .4%)で ある。「有利な就職のため資格をとる」は41.2%で 、5番 目に多い。(表15参 照)

表15大 学進学の目的

男子

N=158

女子

189

合計

347

専 門的な知識や高度な技術を身につける

豊かな教養を身につけ、自分をみが く

社会で活動するために幅広い教養を身につける

青春を楽しみ、自由を味わう

有利な就職のため資格をとる

大学 。短大卒の学歴を得 る

真理の探究のため学問を研究する

将来の結婚相手や真の友人を得る

親兄弟が薦めるから

友人が行 くから

その他

特にない

69.9

55.6

45.1

45.1

41.8

34.0

21,6

17.6

2.0

1.3

9.2

0.0

70.7

67.4

60.3

51.6

40.8

32.6

19.0

17.9

1.6

1.6

3.3

0.0

70.3

62.0

53.4

48.7

41.2

33.2

20.2

17.8

1.8

1.5

5.9

0,0

(問9.あ なたの大学進学の目的はなんですか。(○ はいくつで も))

11資 格取得や進学についての自由意見

資格取得や進学についての自由意見を求めたところ、78人 から回答があった。 これは、全体の22.3

%に 相当する。主な意見は次の通 りである。

・大学で是非 とも自分の目的の資格を取 り、就職に役立てたいと思います。(女)
・会社や企業に就職の時も大切だが、自分を磨 くためにこそ資格は大事だと思う。(男)
・あまり大学側で資格取得にこだわりすぎ本来の学問を軽視 してほしくない。専門学校と大学は別物。

(男)
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12ま とめ

大学志望の高校3年 生の約9割 が何 らかの資格(技 能検定)を 取得 したいと考えており丶実際に試

験を受けている。そ して、職業資格の取得が自分の就職に 「必要である」(50.5%)や 「あれば有利」

(42.9%)と 考えている。資格重視の風潮が高校生まで浸透 している状態を見ることができる。

約8割 の高校生に身近な人に資格取得者がお り、いる方がいない方より、資格が就職に 「必要であ

る」「あれば有利」と考えている。

大学進学後、職業資格取得のための勉強する意欲が高 く、志望校選定の判断材料にもなっている。

そして、資格取得のために、6割 強が 「大学内の対策講座を利用する」と回答 している。

大学 ・短大での勉強と将来の就職とは、6割 強が 「強 く関連 している」と考えており、大学進学の

目的は、専門的な知識や高度な技術、豊かな教養などを身につけることなどが多い。

II国 際学部生の意識と実態

1調 査の概要

国際学部生、情報学部生、短大生を対象にした調査■の概要を表16に 示す。

表16調 査Hの 概要

調 査 名:資 格取得に対する意識 と実態調査

調 査 対 象:文 教大学国際学部と情報学部の1～3年 生

および短大1～2年 生

調 査 方 法:質 問紙配布回収法

調 査 時 期:1997年12月 ～1998年1月

有効回答数:大 学生702名 、短大生171名

2回 答者の属性

回答者の所属学部 と学年、性別による内訳を表17に 示 した。出身地や就職希望地については、後掲

の集計表を参照 されたい。

表17学 部別 ・学年別回答者数

国 際 情 報 短 大

1年

2年

3年

62(17,45)

122(52,70)

164(67,97)

126(97,29)

92(60,32)

131(71,60)

83

88

計 348(136,212) 349(228,121) 171

()内 は男女の内訳を示す
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3国 際学部生の8割 強が就職希望者である

この項からは国際学部生の集計結果を中心に述べる。情報学部生や短大生 に関 しての詳 しい結果は

後掲の集計表を参照されたい。

卒業後の希望進路は、85.2%が 就職を希望 している。学年 ごとに見 ると、1年 生が85.5%、2年 生

が81.5%、3年 生が87.9%と なっている。2年 生で就職希望率が低いのは、進学希望が14.3%と 他の

学年より高いためである。特 に大学院進学希望が多い。2年 次で大学院進学を希望するが、3年 になっ

て現実的な判断をするためか、大学院進学は減 り、逆に専門学校進学の希望者が増えている。(表18

参照)

表18卒 業後の希望進路

1年2年3年 計

全 体62(17,45)119(50,69)157(63,94)338(130,208)

就 職

進 学

大 学 院

大 学

専門学校

そ の 他

その他

53(15,38)

6(1,5)

3(1,2)

0(0,0)

0(0,0)

3(0,3)

3(1,2)

97(38,59)138(54,84)

17(11,6)13(6,7)

9(6,3)2(1,1)

1(1,0)2(0,2)

4(2,2)7(3,4)

1(1,0)1(0,1)

5(1,4)6(3,3)

288(107,181)

36(18,18)

14(8,6)

3(1,2)

11(5,6)

5(1,4)

14(『5,9)

4往 復の通学時間は9割 近 くが2時 間未満である

往復の通学時間は、大学生では 「1時間未満」が最 も多 く53.3%で あり、「1～2時 間未満」が33.3

%で あるから、86.6%が2時 間未満の通学時間である。(表19参 照)

表19通 学時間(往 復)

1年2年3年 計

全 体61(17,44)121(52,69)163(67,96)345(136,209)

1時 間未満

1～2時 間禾満

2～3時 間未満

3～4時 間未満

4時 間以上

37(13,24)

16(2,14)

7(2,5)

1(0,1)

0(0,0)

68(30,38)

35(16,19)

11(4,7)

4(2,2)

3(0,3)

79(41,38)184(84,100)

64(23,41)115(41,74)

11(1,10)29(7,22)

3(0,3)19(6,13)

6(2,4)9(2,7)

5ク ラ ブ ・サ ークル活動 を して いな い学生が男子で4割 、女子で5割 である。

ク ラブ ・サー クルの活動時 間(週 あた り、移動 の時間を含む)を 表20に 示 した。 「していない」 も

のが、47.7%と 最 も多 い。学 年 ごとに見 る と、1年 生 が41.9%、2年 生が50.8%、3年 生 が47.5%と

な ってお り、余 り差 は見 られないが、男女別 では男子40.4%、 女 子52.4%で 、 特 に3年 の男子34.3%、

女 子56.8%と 大 きな差 がある。
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表20ク ラ ブ ・サークル活動 時間(週 あたり、移動の時間を含む)

1年2年3年 計

全 体62(17,45)122(52,70)162(67,95)346(136,210)

していない

1時 間未満

1～3時 間未満

3～6時 間未満

6～10時 間未満

10時 間以上

26(7,19)

6(2,4)

7(0,7)

10(3,7)

8(4,4)

5(1,4)

62(25,37)

16(6,10)

18(7,11)

10(4,6)

8(6,2)

8(4,4)

77(23,54)

13(1,12)

27(14,13)

21(13,8)

14(9,5)

10(7,3)

165(55,110)

35(9,26)

52(21,31)

41(20,21)

30(19,11)

23(12,11)

67割 の 学生が アルバ イ トを してお り、週10時 間 以上 して いる者 は半数を超える

70.9%の 学 生が アルバイ トを してお り、1年 生 が68.9%、2年 生 が64.8%、3年 生 が76.2%で 、3

年 生 が多 い。男 女別で は男子65.9%、 女 子74.1%で 、 男子 の方 が少 ない。 クラブ ・サークル活動 を し

ているのは男子が多 く、 アルバ イ トを してい るの は女子が多 いことにな る。

アルバ イ トを10時 間以上(週 あた り、通勤 の時 間を含 む)し ている もの は53.0%に 達 す る。(表21

参 照)

表21ア ルバ イ ト時間(週 あたり、通勤の時間を含む)

1年2年3年 計

全体61(16,45)122(52,70)164(67,97)347(135,212)

していない

5時 間未満

5～10時 間未満

10～15時 間未満

15～20時 間未満

20時 間以上

19(5,14)

3(2,1)

2(2,0)

11(1,10)

12(3,9)

14(3,11)

43(22,21)

7(1,6)

19(7,12)

21(9,12)

18(6,12)

14(7,7)

39(19,20)

11(6,5)

20(5,15)

25(6,19)

38(16,22)

31(15,16)

101(46,55)

21(9,12)

41(14,27)

57(16,41)

68(25,43)

59(25,34)

7職 業 資格取得のための勉強を している者は3割 強であるが、週3時 間以上 している者 は1割 弱 に

す ぎな い

職業資格取得 のたあの勉強時 間(週 あた り、 移動 の時 間を含 む)を 表22に 示 した。 「して いな い」

が最 も多 く、65.2%で あ る。学 年別 に見 る と、1年 生 が79.0%、2年 生が65.6%、3年 生 が59.8%で

あ り、学年 があが るほど勉強 している者 が増 えてい る。男女別 では、 男子72.1%、 女 子60.8%で 、 女

子の方が勉強 して いる者 の割合が多い。

しか し、勉強 時間は週1時 間未満が15.5%と 最 も多 く、実質的 にほとん ど勉強 していないに等 しい

状況で ある。学年が あが るほど勉強 してい る者が増えて いるが、詳 しく見 ると 「1時 間未満」 と 「1

～3時 間未満」 が、1年 生(17.7%)→2年 生(23.8%)→3年 生(32.3%)と い うように増えて いる

だけで ある。 このよ うな勉強時間で は試験合格 はおぼつかな いので はないだ ろうか。週 に3時 間以上

して いるものは1割 弱 にす ぎない。
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表22職 業資格取得のための勉強時間(週 あたり、移動の時間を含む)

1年2年3年 計

全 体62(17,45)122(52,70)164(67,97)348(136,212)

していない

1時 間未満

1～3時 間未満

3～6時 間未満

6～10時 間未満

10時 間以上

49(14,35)

6(1,5)

5(1,4)

1(0,1)

0(0,0)

1(1,0)

80(38,42)

20(6,14)

9(1,8)

7(2,5)

3(2,1)

3(3,0)

98(46,52)227(98,129)

28(8,20)54(15,39)

25(5,20)39(7,32)

9(6,3)17(8,9)

1(0,1)4(2, 、2)

3(2,1)7(6,1)

88割 弱 の学生が何 らかの資格試験 を受 けてお り、英語 関連 の受験率が高 い

77.7%の 学 生 が何 らか の資格(技 能検 定)試 験 を受 けて お り、受 験率が高 いのは、 「英 語 関連 」

(68.5%)、 漢 字関連(15.5%)、 「ワー プロ関連」(12.2%)で あ る。(表23参 照)

何 らか の資格(技 能検定)試 験 の受験率 は学年が あが るにつれて増 えてい くのが 当然 であるが、実

際 にはは ほとん ど差が見 られない。1年 生(74.2%)→2年 生(76.7%)→3年 生(79.6%)と い う具

合 であ る。 それ は、 「英語 関連 」 の受験 率が どの学年 も高 いか らで、1年 生 が69.4%、2年 生が66.4

%、3年 生 が69.6%で あ る。英検 な どの試験 を高校 まで に受験 してい るか らであろ う。実際 に前述 し

た調査1で は、高校生の85.1%が 何 らかの資格(技 能 検定)試 験 を受験 して いた。 そ して、 「英語関

連」の受験率 は77.6%と 高 か った。

一方
、 「ワープロ関連」 で は、1年 生(1.6%)→2年 生(10.3%)→3年 生(17.7%)と 学 年が あが

るにつれて高 くな ってい る。

男女別 に見 ると、受験率 に大 きな差 があ り、男子 が61.4%な の に対 し、女子 は87.6%で あ る。

表23受 験資格

1年2年3年 計

全 体62(17,45)116(47,69)158(63,95)336(127,209)

英語関連

漢字関連

ワープロ関連

書写 ・書道関連

旅行業務関連

その他の語学関連

コンピュータ関連

簿記関連

その他

受験していない

43(10,33)

9(1,8)

1(0,1)

10(1,9)

0(0,0)

5(0,5)

0(0,0)

1(0,1)

1(0,1)

16(7,9)

77(25,52)

27(4,23)

12(3,9)

15(0,15)

12(2,10)

4(0,4)

7(4,3)
n2(2
,0)

11(1,10)

27(18,9)

110(31,79)

16(2,14)

28(4,24)

13(5,8)

10(3,7)

8(3,5)

4(1,3)

3(2,1)

15(4,11)

32(24,8)

230(66,164)

52(7,45)

41(7,34)

38(6,32)

22(5,17)

17(3,14)

11(5,6)

6(4,2)

27(5,22)

75(49,26)

(問1.以 下 の資格のうち、受験 したものに○を記入 して ください。)
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9合 格 者 の割合 は3割 強であ ま り多 くな い

一方
、何 らかの資格(技 能検定)試 験 に合 格 したものの割合 は35.1%で あ り、 あま り多 くない。合

格者 が最 も多 い 「英語関連」で も26.9%で あ る。次 は 「漢字関連」の7.1%で あ る。(表24参 照)

男 女別 に見 ると、合格者 に大 きな差があ り、男子が12.5%な の に対 し、女子 は43.4%で あ る。

表24合 格 した資格(技 能検定)試 験

1年

全 体30(5,25)

2年

41(11,30)

3年 計

52(15,37)123(17,92)

英語関連

漢字関連

書写 ・書道関連

ワープロ関連

コンピュータ関連

簿記関連

旅行業務関連

その他の語学関連

その他

26(4,22)

8(1,7)

5(0,5)

1(0,1)

0(0,0)

0(0,0)

0(0,0)

1(0,1)

1(0,1)

30(8,22)

11(1,10)

9(0,9)

5(0,5)

2(1,1)

0(0,0)

2(1,1)

0(0,0)

3(0,3)

38(12,26)

6(1,5)

6(2,4)

6(0,6)

2(0,2)

3(2,1)

1(1,0)

1(1,0)

4(2,2)

94(24,70)

25(3,22)

20(2,18)

12(0,12)

4(1,3)

3(2,1)

3(2,1)

2(1,1)

8(2,6)

(問1.以 下 の資格のうち、合格したものに◎を記入して ください。)

10ほ ぼ全員が 、何 らかの資格(技 能検定)を 取得 したいと考 えている

97.1%の 学 生 が、何 らか の資格(技 能検定)を 取得 した いと考 えてお り、希望が多 いのは、 「英語

関連」(76.3%)、 「ワープロ関連」(47.4%)、 「コンピュータ関連」(45、1%)で あ る。(表25参 照)

希 望 が多い ものを学年別 に見 ると、1年 生で は 「英語 関連」(90.3%)、 「ワー プロ関連」(56.5%)、

「コ ンピュー タ関連」(41.9%)、2年 生 で は 「英 語関連」(73.6%)、 「コ ンピュータ関連」(49.6%)、

「ワープロ関連」(47.1%)、3年 生 では 「英語関連」(73.6%)、 「ワープロ関連」(44.8%)、 「コンピュー

タ関連」(44.2%)で あ る。1年 生が 「英語関連」資格 に意欲 的な点が隙だ っている。

そ して、全般 的に女子 の方 が男子 よ りも意欲 的である。
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表25取 得 したい資格

1年

全 体62(17,45)

2年

121(51,70)

3年 計

163(67,96)346(135,211)

英語関連

ワープロ関連

コンピュータ関連

漢字関連

旅行業務関連

その他の語学関連

簿記関連

書写 ・書道関連

そめ他L

取得したくない

56(15,41)

35(8,27)

26(10,16)

20(4,16)

22(6,16)

24(5,19)

4(2,2)

6(2,4)

4(1,3)

0(0,0)

89(33,56)

57(11,46)

60(21,39)

39(3,36)

36(8,28)

24(6,18)

9(3,6)

9(0,9)

6(3,3)

6(5,1)

120(45,75)265(93,172)

73(25,48)165(44,121)

72(30,42)158(61,97)

35(6,29)94(13,8ユ)

33(14,19)91(28,63)

27(11,16)75(22,53)

9(6,3)22(11,11)

7(5,2)22(7,15)

20(8,12)30(12,18)

4(2,2)10(7,3)

(問3.以 下の資格のうち取得 したいものに○をつけてください。(○ はいくつでも))

11身 近に資格を取得 している人やそのための勉強を している人がいる割合は、8割 強である

84.2%の 学生が、身近に資格を取得 している人やそのための勉強をしている人がいる。そ して、多

い順に、「先輩や友人」(50.6%)、 「知人」(27.7%)、 「兄弟姉妹」(23.4%)で ある。最近の資格社会

を反映 しているのか、若い世代に資格取得者が多い。(表26参 照)

男女別に見ると女子の方が 「いる」と答えている。これは実際にそうであるかはこの調査か らだけ

ではわからない。資格取得に対する意識が強い方が、身近にそのような人がいるかどうかについても

関心が高いと思われるからである。

表26資 格取得の勉強を している身近な人

1年

全 体62(17,45)

2年

120(51,69)

3年 計

159(64,95)341(132,209)

父母

兄弟姉妹

その他の家族や親族

知人

先輩や友人

いない

12(2,10)

12(2,10)

8(0,8)

14(3,11)

25(5,20)

15(8,7)

22(11,11)

33(12,21)

4(2,2)

33(11,22)

57(17,40)

21(12,9)

23(12,11)

37(13,24)

5(1,4)

50(19,31)

94(33,61)

18(8,10)

57(25,32)

82(27,55)

17(3,14)

97(33,64)

176(55,121)

54(28,26)

(問2.身 近 な人で資格を取得 している人や取得のための勉強をしている人がいますか)

12半 数近 くの学生が、「職業資格取得は自分の就職に必要である」と考えている

職業資格取得 について、 自分の就職に 「必要である」 と考えている学生の割合が45.1%、 「あれば

有利」が46.3%、 「なくても支障ない」が8.0%で ある。(表27参 照)

学年別に見ると、「必要である」と考えている学生の割合は、1年 生が最 も高 く71.0%で 、次いで、
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2年 生(52.9%)、3年 生(30.7%)と な っ て い る 。

表27職 業資格取得の就職に対する必要性

1年

全体62(17,45)

2年

121(51,70)

3年

163(67,96)

計

346(135,211)

必要である

あれば有利

な くても支障ない

44(10,34)

15(5,10)

3(2,1)

64(22,42)

48(23,25)

9(6,3)

50(20,30)

97(40,57)

16(7,9)

!58(52,106)

160(68,92)

28(15,13)

(問6.職 業資格取得はあなたの就職に必要だと思いますか。(現 時点での考えを答えてください))

13早 くから資格取得を意識 し始めている

1年 生では、85.5%が 資格取得を意識 してお り、2年 生では1年 生の時に52.1%が 意識 し始めてい

る。このように割 と早 くか ら資格取得を意識し始めている。(表28参 照)

表28資 格取得を意識 し始めた学年

1年

全 体62(17,45)

2年

119(50,69)

3年

163(67,96)

計

344(134,210)

1年 生 の時

2年 生の時

3年 生の時

特に意識していない

53(12,41)

一(一
,一)

一(一
,一)

9(5,4)

62(21,41)

34(14,20)

一(一
,一)

23(15,8)

45(13,32)

56(26,30)

35(15,20)

27(13,14)

160(46,114)

90(40,50)

35(15,20)

59(33,26)

(問5.資 格取得を意識 し始めた学年はいつですか。)

14資 格 取得 の勉強方法 と して、最 も多 いのが 「独学」(79.1%)で あ る

資格取 得の勉強方法 として、最 も多 いのが、 「独学」(79.1%)で 、 次 いで、「大 学 ・短大 内の対策

講座」(38.0%)、 「大学 ・短大外の講座や各種学 校」(18.0%)で あ った。(表29参 照)

表29資 格取得の勉強法

1年

全 体62(17,45)

2年

119(50,69)

3年

163(67,96)

計

344(134,210)

独学

学内の対策講座

学外の講座や各種学校

通信教育

その他

勉強しない

55(15,40)

24(6,18)

8(2,6)

6(0,6)

1(1,0)

0(0,0)

90(36,54)

50(13,37)

24(9,15)

9(4,5)

3(1,2)

6(5,1)

130(50,80)

59(19,40)

31(14,17)

15(7,8)

1(1,0)

7(4,3)

275(101,174)

133(38,95)

63(25,38)

30(11,19)

5(3,2)

13(9,4)

(問4。 資格取得の勉強はどのような方法で行いますか。(○ はい くつでも))
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154割 弱 の学生が実際に学 内の講座を受講 して いる

実際 に学 内の講座 を受講 した学生 は39.7%で あ る。受講率 が高いのは、「英検 対策講座」(14.3%)

と 「英会話教 室」(11.7%)で あ る。 当然 の事 なが ら、学年 が上 が るに連 れて、 受講率 が高 くな って

いる。1年 生(19.4%)→2年 生(36.4%)→3年 生(39.0%)と い う具合 である。(表30参 照)

表30受 講 した(し ている)学 内講座

1年

全 体62(17,45)

2年

110(48,62)

3年 計

146(55,91)318(120,198)

英検講座

英会話教室(バ ンフォード先生)

ワープロ検定講座

公務員講座

旅行業務取扱主任講座

秘書検定講座
パソコン認定試験講座

簿記講座

表計算技能検定講座

第二種情報処理技術者講座

ない

7(2,5)

6(3,3)

0(0,0)

0(0,0)

0(0,0)

0(0,0)

0(0,0)

0(0,0)

0(0,0)

0(0,0)

50(12,38)

19(6,13)

12(2,10)

11(0,11)

2ぐ2,0)

6(1,5)

2(0,2)

3(2,1)

2(0,2)

1(0,1)

0(0,0)

70(37,33)

24(5,19)50(13,37)

23(8,15)41(13,28)

20(1,19)31(1,30)

9(5,4)11(7,4)

0(0,0)6(1,5)

3(0,3)5(0,5)

0(0,0)3(2,1)

0(0,0)2(0,2)

0(0,0)1(0,1)

1(1,0)1(1,0)

89(38,51)209(87,122)

(問10.学 内において、あなたがこれまでに受講 したものや、現在受講 しているものをあげて ください。(○ は

いくつでも))

16受 講 希望率が高 いのは、厂英検対策講座」 と 「ワー プ囗検定対策講座」、 「パ ソコン認定試験講座」

であ る

受講 を希望 してい る学生 の割合 は76.3%で あ る。希望 率が高 いの は、 「英検対策講座」(32.6%)と

「ワープ ロ検定対策講座」(32.3%)、 「パ ソコン認定試験 講座」(27.7%)で あ る。(表31参 照)

受 講 を希望 して いる学 生の割合 を学年 別 に見 ると、1年 生 が87.1%、2年 生 が79.2%、3年 生 が

67.5%と 低 学年 の方 が高 い。1年 生 では、 「英会話教 室」 を希望 す る ものが40.3%と 「ワー プロ検定

講座」 と並んで、 「英検 講座」(50.0%)に 次 いで多い。 学年が あが るにつれて、英語 よ りもパ ソコ ン

関係 に希望 が増 え、3年 生 で希 望が多 いのは、 順 に 「パ ソコン認定試験講座」(30.5%)、 「ワープロ

検定対策講座」(27.9%)、 「英検対策講座」(25.3%)で あ る。

男女別 に見 ると女子 の方が受講 を希望 している学生 の割合 が多 い。女子が80.2%で あ るのに対 し、

男子 は67.4%で あ る。男子 の方 が希望 が多 い ものは、 「公務員講 座」(男 子:16.3%、 女 子:10.1%)

と 「パ ソコ ン認定試験講座」(男 子:30.2%、 女 子:28.0%)で あ る。「旅行業務取扱主 任講座」 で も

女子の方が多い。
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表31受 講 したい講座

1年

全 体62(17,45)

2年

120(51,69)

3年

154(61,93)

計

336(129,207)

英検講座

ワープロ検定講座
パソコン認定試験講座

英会話教室(バ ンフォ讐ド先生)

旅行業務取扱主任講座

公務員講座

秘書検定講座

簿記講座

表計算技能検定講座

第二種情報処理技術者講座

その他

特にない

31(7,24)

25(5,20)

16(5,11)

25(4,21)

12(2,10)

7(4,3)

8(0,8)

2(0,2)

1(0,1)

2(0,2)

1(1,0)

8(3,5)

42(12,30)

44(9,35)

34(9,25)

22(11,11)

29(9,20)

22(9,13)

13(0,13)

4(2,2)

4(2,2)

3(2,1)

0(0,0)

25(18,7)

39(15,24)

43(14,29)

47(25,22)

25(10,15)

15(5,10)

13(8,5)

10(0,10)

3(0,3)

3(2,1)

3(1,2)・

2(0,2)

50(21,29)

112(34,78)

112(28,84)

97(39,58)

72(25,47)

56(16,40)

42(21,21)

31(0,31)

9(2,7)

8(4,4)

8(3,5)

3(1,2)

83(42,41)

(問11.学内 において、あなたがこれから受講したいものを挙げて ください。(○ はいくつでも))

17講 座 が開講 されて いることを入学以前か ら知 って いた学生 の割合 は、4割 弱であ った

講座 が開講 されている ことを入学以前 か ら知 っていた学生 の割合 は、37.4%で あ った。 その うち、

「開講 されてい ることが志望校選定 の理 由の一つ である」 と答えた もの は1.1%で あ った。入学前 には

知 らなか った ものの 「あれ ばよいと思 っていた」は50.3%と 多 い。(表32参 照)

表32講 座開講の入学前の認知度

1年

全 体59(17,42)

2年

120(50,70)

3年 計

160(63,97)339(130,209)

志望校選定の理由のひとつである

開講されていることは知っていた

知らなかったが、あればいいと思っていた

知 らなかったし、今も関心がない

1(0,1)

20(5,15)

36(10,26)

2(2,0)

2(1,1)

47.(15,32)

55(19,36)

16(15,1)

1(1,0)4(2,2)

58(23,35)125(43,82)

85(30,55)176(59,117)

16(9,7)34(26,8)

(問12.入学以前に、上記のような講座(ラ イセンスセンター主催など)が 開催されているのを知っていましたか。)

186割 の学生 が大学での勉強が将来 の職業 と関連 している と考えている

大学 での勉強 が将来 の職業 とどの程度 関連 しているかについて尋 ねた ところ、 「強 く関連 してい る」

が12.9%、 「少 し関連 してい る」 が47.7%、 「あま り関連 して いない」が32.6%、 「全 く関連 していない」

が6.6%で あ った。学年 による差 は見 られない。(表33参 照)
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表33大 学での勉強と就職との関連

1年

全 体62(17,45)

2年

121(51,70)

3年 計

164(67,97)347(135,212)

強 く関連している

少し関連している

あまり関連していない

全 く関連していない

8(1,7)

28(5,23)

23(10,13)

3(1,2)

16(7,9)

58(20,38)

38(16,22)

9(8,1)

21(11,10)45(19,26)

80(34,46)166(59,107)

52(18,34)113(44,69)

11(4,7)23(13,10)

(問7.大 学 ・短大での[壅]は 、あなたの将来の就職 とどの程度関連 していると思いますか。)

196割 の 学生が大学 での成績が将来 の職業 と関連 していると考え ている

大学での成績が将来 の職業 とどの程度 関連 しているかについて尋 ねたところ、「強 く関連 してい る」

が15.1%、 「少 し関連 している」が46.0%、 「あま り関連 して いない」が32.0%、 「全 く関連 して いない」

が6.0%で あ った。学年 による差 は見 られな いb(表34参 照)

表34大 学での成績と就職との関連

1年

全 体62(17,45)

2年

120(51,69)

3年 計

163(66,97)345(134,211)

強く関連 している

少 し関連 している

あまり関連 していない

全く関連 していない

18(5,13)

27(4,23)

15(6,9)

2(2,0)

20(9,11)

53(17,36).

38(16,22)

9(9,0)

15(6,9)53(20,33)

80(30,50)160(51,109)

58(23,35)111(45,66)

10(7,3)21(18,3)

(問8.大 学 ・短大での匯 は、あなたの将来の就職 とどの程度関連 していると思いますか。)

20大 学生活の目的は、豊かな教養などを身につけることと青春を楽 しむことである

大学生活の目的で最 も多いのは、「豊かな教養を身につけ、自分をみが く」(7L9%)で あり、次い

で、「青春を楽しみ自由を味わう」(65.2%)、 「社会で活動するために幅広い教養を身につける」(55.1

%)で ある。「有利な就職のため資格をとる」は18.8%で 、7番 目である(表35参 照)。 そ して、この

傾向はどの学年にも共通 してみられる。

前述 した高校3年 生の大学進学の目的で:最も多いのは、「専門的な知識や高度な技術を身につける」

(70.3%)で あり、「有利な就職のため資格をとる」は41.2%で 、5番 目に多い。専門的知識や高度な

技術よりも豊かな教養を目的とする学生が多いのは、教養学部的性格を持つ国際学部の特徴であろう。
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表35大 学生活の目的

1年2年3年 計

全 体62(17,45)120(51,69)163(66,97)345(134,211)

豊かな教養を身につけ、自分をみが く

青春を楽しみ、自由を味わう

社会で活動するために幅広い教養を身につける

大学 ・短大卒の学歴を得 る

専門的な知識や高度な技術を身につける

将来の結婚相手や真の友人を得 る

有利な就職のため資格をとる

真理の探究のため学問を研究する

その他

特にない

44(10,34)79(26,53)

38(9,29)74(26,48)

31(9,22)57(14,43)

26(6,20)53(19,34)

24(7,17)38(12,26)

19(6,13)24(8,16)

21(5,16)25(5,20)

9(2,7)22(12,10)

5(2,3)2(1,1)

1(1,0)6(4,2)

125(46,79)248(82,166)

113(41,72)225(76,149)

102(37,65)190(60,130)

75(31,44)154(56,98)

51(22,29)113(41,72)

36(12,24)79(26,53)

19(7,12)65(17,48)

22(10,12)53(24,29)

5(1,4)12(4,8)

0(0,0)7(5,2)

(問9.あ なたの大学生活の目的として、当てはまるものすべてに○をつけてください。)

21資 格取得や大学での勉強についての自由意見

資格取得や大学での勉強についての自由意見を求めたところ、50人 から回答があった。これは、全

体の14.3%に 相当する。資格取得に関する主な意見は安い受講料や教職課程の設置を望むものであっ

た。

22ま とめ

6割 の学生が大学での勉強とその成績が将来の職業 と関連 していると考えており、半数近 くの学生

が、「職業資格取得は自分の就職に必要である」 と考えている。そ して、ほぼ全員が、何らかの資格

(技能検定)を 取得 したいと考えている。

大学入学後、早 くから資格取得を意識 し始あていて、実際に8割 弱の学生が何 らかの資格試験を受 ,

けている。特に、英語関連の受験率が高い。

資格取得の勉強方法として、最 も多いのが 「独学」(79.1%)で ある。 しか し、 この結果と矛盾す

るが、4割 弱の学生が学内の講座を受講 している。その学内講座の中で、受講希望が多いのは、「英

検対策講座」 と 「ワープロ検定対策講座」、「パ ソコン認定試験講座」である。

そして、 このような講座が開講されていることを入学以前から知 っていた学生の割合は、4割 弱で

あった。

職業資格取得のための勉強をしている者は3割 強であるが、週3時 間以上 している者は1割 弱にす

ぎない。大学生活の目的が、豊かな教養などを身につけることと青春を楽 しむことであることを裏付

けている。
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おわ りに

国際学部生の意識と実態を一言で言えば、「資格取得 の希望 も強 く意識 もしているが、実際には十

分な勉強 していない」と言えよう。そのような状況にあって、学内講座は勉強する機会を学生に与え

ている。学外の高額で通学に時間のかかるダブルスクールよりも安価で身近で気軽に受講できる学内

講座は学生の願望を実現することを支援 していると言えよう。

多 くの学生が大学で学んだという実感が持てないことが資格(技 能検定)取 得 により強い関心をも

たせることになっているのではないだろうか。終身雇用や年功序列型の人事制度が崩れる中で、学歴

や学校歴に代わるものとして資格にすがる、あるいは資格で実力を示そうという学生が増えていると

言えようか。資格取得が直接に就職に結びつ く例は沢山ある3)。

しか し、資格取得によって学生が自分に自信を持つようになることは十分考えられる。資格社会と

も言える風潮の中、大学だけが孤絶 しているいうわけには行かなくなってきた。就職支援活動を強化

することは、大学教育空洞化にますます拍車をかけることのようでもあるが、教育研究という単一の

機能を担っていたユニバーシティから、多機能を担うマルチバーシティへの日本的な転換がこのよう

な形で進行 しているのではなかろうか。多様な学生を受け入れユニバーサル化する現代の大学の在 り

方を考える上で、就職支援活動に焦点を当てて検討する必要を強 く感 じた。

(付記)本 研究は、文教大学国際学部共同研究費(1997年 度)の 助成を受けた 「生涯学習社会におけ

る大学のあり方に関する研究」(研 究代表者:小 林勝法)の 一環 として行 ったものである。

文 献

1)悟 桐書院編集部、「資格の種類と取 り方』、悟桐書院、1997年

2)日 本私立大学連盟学生部会、『第9回 学生生活実態調査報告書』、 日本私立大学連盟、1995年

3)佐 々木賢、『資格を取る前に読む本』、三一書房、1996年

(小林勝法:本 学国際学部 竹上 健:文 教大学湘南校舎)
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1

雪

【

出身地
集 計 表 ()内 は男女の内訳を示す

国 際 情 報 短 大

1年 2年 3年 計 1年 2年 3年 計 1年2年 計

北海道 ・東北 8(2,6) 16(5,11) 15(6,9) 39(13,26) 15(13,2) 9(7,2) 24(14,10) 48(34,14) 2 2 4

関東 46(14,32) 70(32,38) 105(47,58) 221(93,128) 80(58,22) 56(34,22) 69(37,32) 205(129,76) 74 72 146

中部 ・北陸 ・近畿 6(0,6) 23(10,13) 23(9,14) 52(19,33) 21(18,3) 21(14,7) 26(11,15) 68(43,25) 7 11 18

中 国 ・四国 ・九州 ・沖 縄 2(1,1) 8(3,5) 9(2,7) 19(6,13) 7(6,1) 5(5,0) 9(7,2) 21(18,3) 一 一 一

就職希望地

国 際 情 報 短 大

1年2年3年 計 1年2年3年 計 1年2年 計

東京 ・神奈川 36(9,27)58(27,31)108(42,66)202(78,124) 70(48,22)53(31,22)80(44,36)203(123,80) 6061121

出身地 8(2,6)10(5,5)19(6,13)37(13,24) 14(13,1)16(9,7)27(13,14)57(35,22) 81725

どこでも 10(4,6)16(8,8)21(14,7)47(26,21) 16(16,0)11(9,2)9(6,3)36(31,5) 4-4

未定 6(1,5)33(10,23)12(4,8)51(15,36) 22(16,6)11(10,1)11(5,6)44(31,13) 10717

卒業後の希望進路

国 際 情 報 短 大

1年 2年 3年 計 1年 2年 3 年 計 1年2年 計

就 職 53(15,38) 97(38,59) 138(54,84) 288 (107,181) 107(82,25) 79(48,31) 124 (70,54) 310 (200,110) 6671137

進 学 6(1,5) 17(11,6) 13(6,7) 36 (18,18) 11(9,2) 8(8,0) 4 (0,4) 23 ( 17,6) 121123

(内訳) 大 学 院 3(1,2) 9(6,3) 2(1,1) 14 (8,6) 6(6,0) 5(5,0) 1 (0,1) 12 ( 11,1) 一 一 一

大 学 0(0,0) 1(1,0) 2(0,2) 3 (1,2) 3(2,1) 0(0,0) 2 (0,2) 5 ( 2,3) 8513

専門学校 0(0,0) 4(2,2) 7(3,4) 11 (5,6) 4(3,1) 2(2,0) 1 (0,1) 7 ( 5,2) 358

そ の 他 3(0,3) 1(1,0) 1(0,1) 5 (1,4) 0(0,0) 0(0,0) 1 (1,0) 1 ( 1,0) 101

そ の他 3(1,2) 5(1,4) 6(3,3) 14 (5,9) 5(3,2) 2(2,0) 2 (1,1) 9 ( 6,3) 235

通学時間(往 復)

国 際 情 報 短 大

1年2年3年 計1 1年2年3年 計 1年2年 計

1時 間未満 37(13,24)68(30,38)79(41,38)184(84,100) 73(64,9)55(40,15)81(50,31)209(154,55) 283058

1～2時 間未満 16(2,14)35(16,19)64(23,41)115(41,74) 31(18,13)21(13,8)33(16,17)85(47,38) 313970

2～3時 間未満 7(2,5)11(4,7)11(1,10)29(7,22) 7(5,2)7(4,3)6(2,4)20(11,9) 131124

3～4時 間未満 1(0,1)4(2,2)3(0,3)19(6,13) 10(6,4)4(0,4)4(2,2)18(8,10) 7714

4時間以上 0(0,0)3(0,3)6(2,4)9(2,7) 5(4,1)3(1,2)7(1,6)15(6,9) 314



1

器

1

クラブ ・サークル活動時間(週 あたり、移動の時間を含む)

国 際 情 報 短 大

1年2年3年 計 1年2年3年 計 1年2年 計

していない 26(7,19)62(25,37)77(23,54)165(55,110) 40(24,16)51'(32,19)70(30,40)161(86,75) 4659105

1時 間未満 6(2,4)16(6,10)13(1,12)35(9,26) 25(22,3)11(3,8)17(7,10)53(32,21) 12719

1～3時 間未満 7(0,7)18'(7,11)27(14,13)52(21,31) 23(19,4)11(9,2)16(10,6)50(38,12) 101121

3～6時 間未満 10(3,7)10(4,6)21(13,8)41(20,21) 12(10,2)11(9,2)10(10,0)33(29,4) 8412

6～10時 間未満 8(4,4)8(6,2)14(9,5)30(19,11) 10(8,2)5(5,0)8(5,3)23(18,5) 358

10時 間以上 5(1,4)8(4,4)10(7,3)23(12,11) 15(14,1)3(2,1)10(9,1)28(25,3) 314

アルバイ ト時間(週 あたり、通勤の時間を含む)

国 際 情 報 短 大

1年2年3年 計 1年2年3年 計 1年2年 計

していない 19(5,14)43(22,21)39(19,20)101(46,55) 53(45,8)27(22,5)26(15,11)106(82,24) 282856

5時 間未満 3(2,1)7(1,6)11(6,5)21(9,12) 6(5,1)9(8,1)8(5,3)23(18,5) 279

5～10時 間未満 2(2,0)19(7,12)20(5,15)41(14,27) 10(7,3)9(3,6)19(11,8)38(21,17) 161430

10～15時 間未満 11(1,10)21(9,12)25(6,19)57(16,41) 13(6,7)15(8,7)17(8,9)45(22,23) 161430

15～20時 問未満 12(3,9)18(6,12)38(16,22)68(25,43) 20(12,8)16(7,9)28(11,17)64(30,34) 101323

20時 間以上 14(3,11)14(7,7)31(15,16)59(25,34) 23(21,2)16(12,4)33(21,12)72(54,18) 111223

職業資格取得のための勉強時間(週 あたり、移動の時間を含む)

国 際 情 報 短 大

1年 2年 3年 計 1年 2年 3年 計 1年 2年 計

していない 49(14,35) 80(38,42) 98(46,52) 227(98,129) 105(80,25) 70(45,25) 87(51β6) 262(176,86) 65 61 126

1時 間未満 6(1,5) 20(6,14) 28(8,20) 54(15,39) 11(7,4) 9(7,2) 28(13,15) 48(27,21) 7 9 16

1～3時 間未満 5(1,4) 9(1,8) 25(5,20) 39(7,32) 6(6,0) 12(8,4) 11(5,6) 29(19,10) 10 7 17

3～6時 間未満 1(0,1) 7(2,5) 9(6,3) 17(8,9) 2(2,0) 1(0,1) 2(1,1) 5(3,2) 0 7 7

6～10時 間未満 0(0,0) 3(2,1) 1(0,1) 4(2,2) 1(1,0) 0(0,0) 1(1,0) 2(2,0) 1 1 2

10時 間以上 1(1,0) 3(3,0) 3(2,1) 7(6,1) 1(1,0) 0(0,0) 1(0,1) 2(1,1) 0 2 2
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問1,以 下 の資格のうち、受験 したものに○を記入 してください。

国 際 情 報 短 大

1年 2年 3 年 計 1年 2 年 3年 計 1年2年 計

英語関連 43(10,33) 77(25,52) 110 (31,79) 230 (66,164) 59(42,17) 36 (20,16) 50(22,28) 144 (84,61) 443882

その他の語学関連 5(0,5) 4(0,4) 8 (3,5) 17 (3,14) 2(1,1) 0 ( 0,0) 1(0,1) 3 (1,2) 101

ワ ー プ ロ関 連 1(0,1) 12(3,9) 28 (4,24) 41 (7,34) 6(6,0) 6 ( 0,6) 27(3,22) 37 (9,28) 82634

コ ン ピ ュ ー タ関 連 0(0,0) 7(4,3) 4 (1,3) 11 (5,6) 2(2,0) 14 (10,4) 26(13,13) 42 (25,17) 257

簿記関連 1(0,1) 2(2,0) 3 (2,1) 6 (4,2) 10(6,4) 7 ( 3,4) 31(12,19) 48 (21,27) 279

漢字関連' 9(1,8) 27(4,23) 16 (2,13) 52 (7,45) 12(9,3) 8 ( 2,6) 22(6,16) 42 (17,25) 244064

書写 ・書道関連 10(1,9) 15(0,15) 13 (5,8) 38 (6,32) 23(16,7) 12 ( 7,5) 10(4,6) 45 (27,18) 12921

旅行業務関連 0(0,0) 12(2,10) 10 (3,7) 22 (5,17) 0(0,0) 0 ( 0,0) 1(0,1) 1 (0,1) 112

その他 1(0,1) 11(1,10) 15 (4,11) 27 (5,22) 6(4,2) 8 ( 6,2) 17(1,16) 31 (11,20) 81321

受 験 して いな い. 16(7,9) 27(18,9) 32 (24,8) 75 (49,26) 45(41,4) 32 (24,8) 32(28,4) 109 (93,16) 221537

問1.以 下の資格のうち、合格 したものに◎を記入 してください。

国 際 情 報 短 大

1年2年3年 計 1年2年3年 計 1年2年 計

英語関連 26(4,22)30(8,22)38(12,26)94(24,70) 33(20,13)18(10,8)19(7,12)70(37,33) 251944

その他の語学関連 1(0,1)0(0,0)1(1,0)2(1,1)、 0(0,0)0(0,0)0(0,0)0(0,0) 101

ワー プロ関連 1(0,1)5(0,5)6(0,6)12(0,=L2) 4(4,0)2(0,2)11(2,9)17(6,11) 41317

コ ン ピ ュ ー タ関 連 0(0,0)2(1,1)2(0,2)4(1,3) 2(2,0)5(4,1)6(3,3)13(9,4) 123

簿記関連 0(0,0)0(0,0)3(2,1)3(2,1) 3(3,0)4(2,2)13(3,10)20(8,12) 134

漢字関連 8(1,7)11(1,10)6(1,5)25(3,22) 4(2,2)6(2,4)12(5,7)22(9,13) 121830

書写 ・書道関連 5(0,5)9(0,9)6(2,4)20(2,18) 18(11,7)4(2,2)6(3,3)28(16,12) 9716

旅行業務関連 0(0,0)2(1,1)1(1,0)3(2,1) 0(0,0)0(0,0)0(0,0)0(0,0) 000

その他 1(0,1)3(0,3)4(2,2)8(2,6) 3(3,0)3(1,2)14(0,14)20(4,16) 4913
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問2.身 近な人で資格を取得 している人や取得のための勉強をしている人がいますか。

国 際 情 報 短 大

1 年 ・2年 3年 計 1年 2年 3 年 計 1年2年 計

父母 12( 2,10) 22(11,11) 23(12,11) 57 (25,32) 30(21,9) 16(8,8) 16 (6,10) 62 (35,27) 81927

兄弟姉妹 12( 2,10) 33(12,21) 37(13,24) 82 (27,55) 30(23,7) 23(13,10) 29 (12,17) 82 (48,34) 212041

その他の家族や親族 8( 0,8) 4(2,2) 5(1,4) 17 (3,14) 9(7,2) 5(3,2) 9 (5,4) 23 (15,8) 7815

知人 14( 3,11) 33(11,22) 50(19,31) 97 (33,64) 28(22,6) 28(16,12) 41 (17,24) 97 (55,42) 172340

先輩や友人 25( 5,20) 57(17,40) 94(33,61) 176 (55,121) 45(32,13) 36(21,15) 72 (36,36) 153 (89,64) 453883

いない 15( 8,7) 21(12,9) 18(8,10) 54 (28,26) 37(30,7) 15(15,0) 21 (14,7) 73 (59,14) 121931

問3.以 下の資格のうち取得したいものに○をつけてください。(○ はいくつでも)

国 際 情 報 短 大

1年 2年 3年 計 1年 2年 3 年 計 1年2年 計

英語関連 56(15,41) 89(33,56) 120(45,75) 265 (93,172) 69(47,22) 47(29,18) 58 (31,27) 174 (107,67) 383775

その他の語学関連 24(5,19) 24(6,18) 27(11,16) 75 (22,53) 9(8,1) 5(4,1) 5 ( 3,2) 19 (15,4) 8614

ワープロ関連 35(8,27) 57(11,46) 73(25,48) 165 (44,121) 59(41,18) 30(15,15) 32 (14,18) 121 (70,51) ・6157118

コ ン ピ ュー タ 関 連 26(10,16) 60(21,39) 72(30,42) 158 (61,97) 106(79,27) 69(44,25) 66 (34β2) 241 (157,84) 454893

簿記関連 4(2,2) 9(3,6) 9(6,3) 22 (11,11) 65(45,20) 19(8,11) 38 (24,14) 122 (77,45) 9817

漢字関連 20(4,16) 39(3,36) 35(6,29) 94 (13,81) 28(18,10) 10(5,5) 19 ( 5,14) 57 (28,29) 402767

書写 ・書道関連 6(2,4) 9(0,9) 7(5,2) 22 (7,15) 9(8,1) 4(0,4) 5 ( 1,4) 18 (9,9) 9514

旅行業務関連 22(6,16) 36(8,28) 33(14,19) 91 (28,63) 16(14,2) 9(7,2) 17 (11,6) 42 (32,10) 16521

その他 4(1,3) 6(3,3) 20(8,12) 30 (12,18) 6(、4,2) 5(4,1) 10 ( 6,4) 21 (14,7) 8715

取 得 した くな し・ 0(0,0) 6(5,1) 4(2,2) 10 (7,3) 3(3,0) 6(5,1) 4 ( 4,0) 13 (12,1) 156

問4.資 格取得の勉強はどのような方法で行いますか。(○ はいくつでも)

国 際 情 報 短 大

1年2年3年 計 1年2年3・ 年 計 1年2年 計

学内の対策講座 24(6,18)50(13,37)59(19,40)133(38,95) 63(50,13)39、(19,20)52(29,23)154(98,56) 312960

学外の講座や各種学校 8(2,6)24(9,15)31(14,17)63(25,38) 17(14,3)16(13,3)21(10,11)54(37,17) 51823

通信教育 6(0,6)9(4,5)15(7,8)30(11,19) 8(4,4)6(3,3)10(7,3)24(14,10) 61117

独学 55(15,40)90(36,54)130(50,80)275(101,174) 83(61,22)56(38,18)88(45,43)227(144,83) 6952121

その他 1(1,0)3(1,2)1(1,0)5(3,2) 4(2,2)1(1,0)2(1,1)7(4,3) 145

勉強 しない 0(0,0)6(5,1)7(4,3)13(9,4) 4(4,0)12(10,2)6(6,0)22(20,2) 268
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問5.資 格取得を意識 し始めた学年はいつですか。

国 際 情 報 短 大

1年2年3年 計 1年2年3年 計 1年2年 計

1年 生 53(12,41)62(21,41)45(13,32)160(46,114) 80(57,23)46(29,17)20(11,9)146(97,49) 6654120

2年 生 一(一
,一)34(14,20)56(26,30)90(40,50)

一(一
,一)23(14,9)51(28,23)72(42β0)

一1414

3年 生 一(一
,一)一(一,一)35(15,20)35(15,20)

一(一
,一)一(一,一)41(20,21)41(20,21)

一 一 一

特 に意 識 していな し・ 9(5,4)23(15,8)27(13,14)59(33,26) 40(35,5)21(16,5)19(12,7)80(63,17) 162036

問6.職 業 資格取得はあなたの就職に必要だと思、いますか。(現 時点での考えを答えてください)

1年

国

2年

際

3年 計 1年

情

2年

報

3年 計

短

1年 2年

大

計

必要である

あれば有利

なくても支障ない

44(10,34)

15(5,10)

3(2,1)

64(22,42)

48(23,25)

9(6,3)

50(20,30)

97(40,57)

16(7,9)

158(52,106)

160(68,92)

28(15,13)

68(51,17)

51(41,10)

7(5,2)

54(35,19)

31(20,11)

6(4,2)

40(22,18)

79(42,37)

11(6,5)

162(108,54)

161(103,58)

24(15,9)

・20

55

6

22

49

17

42

104

23

問7.大 学 ・短大での匯 亜1は 、あなたの将来の就職とどの程度関連していると思いますか。

国 際 情 報 短 大

1年2年3年 計 1年2年3年 計 1年2年 計

強 く関連 している 8(1,7)16(7,9)21(11,10)45(19,26) 31(24,7)19(14,5)23(14,9)73(52,21) 15520

少 し関連 している 28(5,23)58(20,38)80(34,46)166(59,107) 70(51,19)49(27,22)64(35,29)183(113,70) 322860

あまり関連 していなし・ 23(10,13)38(16,22)52(18,34)113(44,69) 19(17,2)16(12,4)31(;16,15)66(45,21) 303767

全 く関連 していなし・ 3(1,2)9(8,1)11(4,7)23(13,10) 4(3,1)7(6,1)13(6,7)24(15,9) 61824

問8.大 学 ・短大での[成績]は 、あなたの将来の就職とどの程度関連していると思いますか。

国 際 情 報 短 大

1 年 2年 3年 計 1年 2年 3年 計 1年2年 計

強 く関連 している 18( 5,13) 20(9,11) 15(6,9) 53 (20,33) 32(25,7) 16 (13,3) 8(5,3) 56 ( 43,13) 21526

少 し関連 している 27( 4,23) 53(17,36) 80(30,50) 160 (51,109) 52(39,13) 48 (29,19) 63(37,26) 163 (105,58) 403676

あまり関連していない 15( 6,9) 38(16,22) 58(23,35) 111 (45,66) 32(24,8) 19 (11,8) 47(23,24) 98 ( 58,40) 193453

全 く関連 していなし・ 2( 2,0) 9(9,0) 10(7,3) 21 (18,3) 9(8,1) 9 (7,2) 13(6,7) 31 ( 21,10) 21315
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問9.あ なたの大学生活の目的として、当てはまるものすべてに○をつけてください。

国 際 情 報 短 大

1年2年3年 計 1年2年3年 計 1年2年 計

真理の探究のため学問を研究する 9(2,7)22(12,10)22(10,12)53(24,29) 14(11,3)9(8,1)12(9,3)35(28,7) 3710

専門的な知識や高度な技術を身につける 24(7,17)38(12,26)51(22,29)113(41,72) 68(50,18)46(29,17)51(29,22)165(108,57) 382866

豊:かな教養を身につけ、自分をみがく 44(10,34)79(26,53)125(46,79)248(82,166) 59(43,ユ6)44(26,18)76(40,36)179(109,70) 4963112

有利 な就職のため資格をとる 21(5,16)25(5,20)19(7,12)65(17,48) 51(32,19)28(15,13)12(3,9)91(50,41) 25833

大学 ・短大卒の学歴を得る 26(6,20)53(19,34)75(31,44)154(56,98) 68(51,17)36(17,19)65(34,31)169(102,67) 514899

社会で活動するために幅広い教養を身につける 31(9,22)57(14,43)102(37,65)190(60,130) 52(41,11)28(17,11)60(34,26)140(92,48) 373067

青春 を楽 しみ、 自由を味わう 38(9,29)74(26,48)113(41,72)225(76,149) 62(51,11)39(22,17)76(39,37)177(112,65) 444488

将来の結婚相手や真の友人を得る 19(6,13)24(8,16)36(12,24)79(26,53) 32(26,6)18(9,9)27(14,13)77(49,28) 151328

その他 5(2,3)2(1,1)5(1,4)12(4,8) 2(2,0)3(2,1)0(0,0)5(4,1) 325

特にない 1(1,0)6(4,2)0(0,0)7(5,2) 3(3,0)3(3,0)3(1,2)9(7,2) 134

問10.学 内において、あなたがこれまでに受講 したものや、現在受講しているものを挙げてください。(○ はいくつでも)

国 際 情 報 短 大

1年 2年 3年 計 1年 2年 3年 計 1年2年 計

英検:講座 7(2,5) 19(6,13) 24(5,19) 50(13, 37) 3(2,1) 6(5,1) 5(2,3) 14(9,5) 437

ワープロ検定講座 0(0,0) 11(0,11) 20(1,19) 31(1, 30) 1(1,0) 8(0,8) 22(2,20) 31(3,28) 52025

表計算技能検定講座 0(0,0) 1(0,1) 0(0,0) 1(0, 1) 0(0,0) 1(1,0) 6(1,5) 7(2,5) 224

パ ソコン認定試験講座 0(0,0) 3(2,1) 0(0,0) 3(2, 1) 1(1,0) 4(2,2) 4(1,3) 9(4,5) 224

第二種情報処理技術者講座 0(0,0) 0(0,0) 1(1,0) 1(1, 0) 2(2,0) 4(3,1) 18(7,11) 24(12,12) 000

簿記講座 0(0,0) 2(0,2) 0(0,0) 2(0, 2) 3(3,0) 0(0,0) 6(4,2) 9(7,2) 134

秘書検定講座 0(0,0) 2(0,2) 3(0,3) 5(0, 5) 0(0,0) 0(0,0) 1(0,1) 1(0,1) 325

旅行業務取扱主任講座 0(0,0) 6(1,5) 0(0,0) 6(1, 5) 1(1,0) 0(0,0) 0(0,0) 1(1,0) 101

公務員講座' 0(0,0) 2(2,0) 9(5,4) 11(7, 4) 0(0,0) 1(1,0) 8(4,4) 9(5,4) 033

英会話教室(バ ンフォー ド先生) 6(3,3) 12(2,10) 23(8,15) 41(13, 28) 0(0,0) 0(0,0) 7(2,5) 7(2,5) 101

ない 50(12,38) 70(37,33) 89(38,51) 209(87,122) 100(77,23) 61(44,17) 62(42,20) 223(163,60) 6157118
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問11.学 内において、あなたがこれから受講 したいものを挙げてください。(○ はいくつでも)

国 際 情 報 短 大
1年2年3年 計 1年2年3年 計 1年2年 計

英検講座 31(7,24)42(12,30)39(15,24)112(34,78) 38(28,10)20(12,8)20(14,6)78(54,24) 171229

ワ ープロ検定講座 25(5,20)44(9,35)43(14,29)112(28,84) 45(33,12)29(12,17)24(12,12)98(57,41) 402565

表計算技能検定講座 1(0,1)4(2,2)3(2,1)8(4,4) 14(10,4)17(6,11)19(11,8)50(27,23) 8210

ノぐソコン認定試験講座 16(5,11)34(9,25)47(25,22)97(39,58) 59(46,13)31(17,14)23(12,11)113(75,38) 272653

第二種晴報処理技術者講座 2(0,2)3(2,1)3(1,2)8(3,5) 73(51,22)48(29,19)19(12,7)140(92,48) 314

簿記講座 2(0,2)4(2,2)3(0,3)9(2,7) 45(33,12)7(4,3)14(11,3)66(48,18) 235

秘書検定講座 8(0,8)13(0,13)10(0,10)31(0,31) 10(3,7)4(1,3)4(0,4)18(4,14) 24226

旅行業務取扱主任講座 12(2,10)29(9,20)15(5,10)56(16,40) 11(10,1)4(3,1)13(8,5)28(21,7) 628

公務員講座 7(4,3)22(9,13)13(8,5)42(21,21) 15(14,1)12(11,1)11(7,4)38(32,6) 729

英会話教室(バ ンフォー ド先生) 25(4,21)22(11,11)25(10,15)72(25,47) 13(10,3)7(3,4)20(7,13)40(20,20) 11314

その他 1(1,0)0(0,0)2(0,2)3(1,2) 1(1,0)0(0,0)0(0,0)1(1,0) 033

特 にない 8(3,5)25(18,7)50(21,29)83(42,41) 17(15,2)19(15,4)41(26,15)77(56,21) 204060

問12.入 学以前に、上記のような講座(ラ イセンスセンター主催など)が 開催されているのを知っていましたか。

国 際 情 報 短 大

1年 2年 3年 計 1年 2年 3 年 計 1年2年 計

講座が開講されていることが志望校選定の理由のひとつである 1(0,1) 2(1,1) 1(1,0) 4 (2,2) 3(3,0) 2(0,2) 2 (2,0) 7 (5,2) 112

開講されていることは知っていた 20(5,15) 47(15,32) 58(23,35) 125 (43,82) 49(35,14) 44(28,16) 45 (27,18) 138 (90,48) 394079

知らなか ったが、あればいいと思 っていた 36(10,26) 55(19,36) 85(30,55) 176 (59,117) 47(34,13) 34(21,13) 62 (28,34) 143 (83,60) 333366

知 らなかった し、今も関心がない 2(2,0) 16(15,1) 16(9,7) 34 (26,8) 21(20,1) 10(9,1) 17 (12,5) 48 (41,7) 81220
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